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もういいかい　残ったお酒が　まあだだよ

６ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和２年６月末）

－2,753

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分 死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 7,109

前年比

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

発 生 件 数 5,962 －2,155

死   者   数 57(55) －10(-10)

７１ ＋　４

１ 愛　知 ７６ ＋１６

２ 神奈川

４ 大　阪 ６３ ＋　６

３ 東　京 ６４ ＋１０

５８ －　３

－　５

　○全国の死者数　1,357人

　　　（前年比　－61人、－4．3％）
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54 ＋　１

42 ＋　８

ハイビーム　こまめに活用　事故防止

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況

○　　事故類型別では、車両単独が20件（36.4%）と車両対歩行

者が19件（34.5%）、車両相互が16件（29.1%）となっている。

　　　(なお、車両相互には自転車関連事故10件が含まれている。）

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が29件（52.7%）、夜間が26件（47.3%）と

なっている。

○　　昼間の類型別では、車両単独が13件（44.8%）､車両相互

が11件(37.9%)、車両対歩行者が5件（17.2%）、また夜間の

類型別では、車両対歩行者が14件(53.8%)、車両単独が７

件（26.9%）、車両相互が5件（19.2%）となっている。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が33人(57.9%)と最も多く、次いで若者が8人

(14.0%）、50歳代が7人(12.3%)、40歳代が5人(8.8%)、30歳

代が2人(3.5%)、子供及び25歳～29歳がそれぞれ１人

(1.8%)となっている。

４　状態別死者数

○　　四輪乗車中死者が21人（36.8%）と最も多く、次いで歩行

中死者が20人（35.1%）、自転車乗用中死者が13人

（22.8%）、二輪乗車中死者が3人（5.3%）となっている。

　　　　なお、歩行中死者のうち11人(55.0%）が高齢者である。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は11人であ

る。

５　法令違反別発生状況

○　　前方不注意が22件(40.0%)と最も多く、次いで運転操作不

適が14件(25.5%)、安全不確認が8件（14.5%)、信号無視、

速度超過、一時不停止、動静不注視及び安全運転義務

違反その他がそれぞれ２件(3.6%)、その他の違反が1件

(1.8%)となっている。

６　時間別死亡事故発生状況

　６月１８日、八街市内の主要地方道成東酒々井線上において、「交通死亡事故多発警報」の発令に伴

う緊急広報啓発活動の一環として、警察・関係団体と協力し、通行車両に、シートベルトの全席着用を

呼び掛けた。

【佐倉地域交通安全活動推進委員の活動状況】

日を定めて行う運動
☆ 毎月１０日「交通安全の日」～アクション１０～

【スローガン】　～ゆずりあう　心で走る　ちばの道～
各機関・団体が、地域ごとに連携した各種交通安全対策（広報啓発活動・街頭指導等）を
一斉に展開することにより交通事故の防止を図り、「交通安全県ちば」を確立する。

☆ 毎月１５日　自転車の安全利用推進運動「自転車安全の日」
千葉県自転車安全利用ルール「ちばサイクルール」による自転車のルールとマナーを
普及啓発するとともに、秩序ある駐輪の徹底を図るための活動を展開する。

☆ 毎月２０日　違法駐車等追放運動「クリーンロードの日」
違法駐車の悪質性・危険性・迷惑性に関して啓発し、地域・職場・家庭等で違法駐車追放の
気運を醸成する活動を展開する。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和２年８月 （4）令和２年８月（1）
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あおるより　ゆずるあなたが　かっこいい

◆交通安全教室の開催 ◆通学児童等への交通安全指導

しっかりと　止まってかくにん　横だん歩道

　６月３０日、千葉市立稲毛小学校入口に

において、警察・関係団体と協力し、同校

児童に正しい道路の渡り方等の指導を実施

した。

　６月１日～１２日まで、千葉市若葉区主

要交差点において、警察・関係団体と協力

し、登校する児童等の街頭誘導を実施し、

交通事故防止を呼び掛けた。

◆通学児童等への交通安全指導 ◆交通安全教室の開催

　６月１日～１０日まで、市原市内の主要

交差点において、警察・関係団体と協力し、

通学する児童の街頭誘導を実施し、交通事

故防止を呼び掛けた。

　６月２９日、千葉市立誉田小学校におい

て、警察・関係団体と協力し、校庭に模擬

道路を設置して、児童に正しい信号の見方

と道路の安全な渡り方を指導した。

◆通学児童等への交通安全指導 ◆交通安全教室の開催

　６月１日～１２日まで、富津市立飯野小

学校付近において、警察・関係団体と協力

し、登校する児童等の街頭誘導を実施し、

交通事故防止を呼び掛けた。

　６月１２日、君津市立小櫃小学校付近に

において、警察・関係団体と協力し、同校

児童に正しい道路の渡り方等の指導を実施

した。
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